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特集「新しい生活様式を見据えたインターネットと
運用技術」の編集にあたって

中村 豊1,a)

2020年に入り新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

は世界的に猛威を振るい，この影響で企業活動や教育研究

活動にも変化が求められている．感染症拡大を抑制するた

めに急遽勧められたテレワークやオンライン授業などもそ

の変化の 1つといえる．このような急速なデジタル・トラ

ンスフォーメーション（Digital Transformation：DX）の

流れの中で，新たな問題や課題が見えてきた．テレワーク

のためのリモートアクセスキャパシティの問題や，それら

の脆弱性に対する攻撃など，これまで見られなかった攻撃

が行われ始めている．また，オンラインだけではなくオン

ライン・オフラインのハイブリッド形式の授業や会議のあ

り方が模索され始めている．このように今後の社会活動は

これまでとは異なり，「新しい生活様式」の実践が求めら

れ，その実践には ICTのさらなる活用と強固な情報基盤が

必要となる．

本特集号では，COVID-19が世界的に収束することを願

いつつ「新しい生活様式」を見据えたインターネットと運

用管理技術に焦点を当て，これからの情報通信基盤の構築

および活用に向けた最新の研究，開発，実験，運用等に関

する論文を掲載している．本特集号は，インターネットを

始めとするネットワークシステムに関連する様々な運用技

術の発展に寄与することを目指し，インターネットと運用

技術（Internet and Operation Technology：IOT）研究会

が中心となって企画・編集を行った．本特集には 8編の論

文が投稿され，20名の委員からなる特集号編集委員会を中

心に査読が進められた．編集委員会には，2020年末に「新

しい生活様式」を見据えたシステム運用管理を求めて，と

いうテーマで開催された第 13回インターネットと運用技

術シンポジウム（IOTS2020）のプログラム委員経験者を

迎えることにより，テーマの連続性強化と IOTS2020の発

表を元にした論文の投稿にもつなげた．また，本特集号の

論文募集に合わせて，IOT研究会で「投稿予定論文に対す

るアドバイス制度」を設け，投稿時の論文品質を向上させ

る取り組みを実施した．
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最後に，本特集号を企画する機会を与えていただくとと

もに，その実施にご尽力，ご支援いただいた学会関係者各

位に感謝するとともに，本特集号に興味を持ち優れた論文

をご投稿いただいた著者の方々と，多忙な中，多数の研究

成果を綿密に精査し，より良い論文にすべく有益なコメン

トをご提供いただいたアドバイス委員，査読委員ならびに

編集委員の方々に深く感謝する．また，編集作業をサポー

トいただいた副委員長および学会事務局の皆様に感謝しま

す．本特集が読者への有益な情報となり，今後の情報通信

技術発展の一助となることを期待したい．
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